
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 6 （回答者数） 4

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・外出先でのトラブルを保護者と共有して、そのトラブルが
少なくなるよう、外出時に職員の支援を通して子どもと向き
合っている。

2

・園の担任との話し合いを通し、保護者と関係機関との橋渡
しが充実するよう心掛けている。

3

・歩き方、並び方、立ち方、社会に出るためのマナーとして
の一定のルールを伝えながら、一人一人の課題を見つけてい
けるように配慮している。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・研修を行い、ケース会議などを行いながら、職員一人一人
のスキルを理解しつつ、支援の質を一定に保てるよう、マ
ニュアルを作成したり、支援の基準を統一できる工夫をして
いく。情報の共有漏れを防ぐため、支援ソフト・LINE等を有
効活用していく。

2

・地域の祭り、行事に参加していき、少しずつ関りを増やし
ていけるようにする。

3

・保護者に向けて、家庭での支援方法を学ぶ機会を提供でき
るように職員一人一人のスキル向上を目指し日々の送迎時に
もアドバイスが出来るよう目指していく。

○事業所名 放課後等デイサービス ココアート岐南

○保護者評価実施期間 令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・保護者からの相談があり、随時すぐに対応するよう心掛けて
いるが、対応時間や担当職員とのアポイントが合わず、時間が
かかることがある。

・保護者の要望について、どの職員も対応できているとは言え
ず、担当者が情報共有やニーズを把握しきれないことがある。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・職員のスキルに個人差が見られる。日々の支援の中でお互い
に伝えあいながら、スキル向上に向けて取り組んでいく。

・職員一人一人のスキルにばらつきがあり、支援方法の方向性
を統一することが難しい場合がある。

・地域とのかかわりが少ない。（外出時に地域の公園へ行って
も事業所の子ども同士で遊び、交流が持てずにいる。）

・地域の公園や児童館へ行った際、地域の大人や子ども達と関
りが持てるようにしていきたい。

・子ども一人一人の課題を明確にして日々小さな課題を設定し
てそれを職員間で共有して支援していること。   ・宿題な
どを通して学校の担任と連携を取りながら 支援するため 家
庭、学校、事業所間で統一された課題を共有できており本児の
安心、安定につなげている。

・明確にされた課題をどのような環境設定で子ども達の成⾧に
つなげていくかを毎日検討している。

・保護者との連携については、日々の送迎時に、事業所であっ
た事や、学校での様子も伝えている。        ・学校
での出来事も担任からの言葉を伝えながら、事業所での取り組
みもしっかり伝えるように努めている。

・毎日のサービス記録などを通して、写真や文章で保護者に伝
わりやすい工夫をしている。

・土・祝日・⾧期休暇の休みを利用して外出をし、保護者との
外出では得られない、集団行動による公共マナーや社会性を育
めるようにしている。             ・道路の歩
き方、交通マナーなども外出時を利用して個別に支援してい
る。

・外出先でのトラブルを保護者と共有して、そのトラブルが少
なくなるよう、外出時に職員の支援を通して子どもと向き合っ
ている。

事業所における自己評価総括表公表


